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希
望
を
も
て
る
町
づ
く
り

町
　
長

森
下
　
利
久

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

町
民
の
皆
様
も
心
新
た
に
、
希
望
に
満
ち
た
新

年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
我
が
町
で
は
自
然
災
害
も
な
く
、

お
か
げ
さ
ま
で
平
穏
無
事
な
新
年
を
迎
え
ら
れ

た
こ
と
に
感
謝
を
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
東

海
地
震
、
東
南
海
・
南
海
地
震
が
い
つ
起
き
る

か
わ
か
ら
な
い
状
況
で
あ
る
と
報
道
さ
れ
て
い

ま
す
。
世
の
中
で
「
何
が
一
番
大
切
か
」
と
問

え
ば
、「
平
和
で
安
全
・
安
心
と
命
の
尊
さ
」

だ
と
思
い
ま
す
。
そ
う
し
た
こ
と
か
ら
我
が
町

で
は
、
津
波
対
策
と
し
て
、
町
内
の
百
十
三
ヶ

所
の
樋
門
、
門
扉
等
の
改
築
工
事
を
急
ピ
ッ
チ

で
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
豊
浜
小
学
校
北
校

舎
の
新
築
建
替
工
事
（
約
五
億
九
千
万
円
）
や

役
場
本
庁
舎
の
耐
震
補
強
工
事
（
約
一
億
六
千

万
円
）
な
ど
を
二
年
が
か
り
で
行
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
小
・
中
学
校
な
ど
の
公
共
施
設
の
耐

震
対
策
や
各
地
区
の
防
災
組
織
の
強
化
な
ど
防

災
対
策
に
万
全
を
期
し
て
ま
い
り
ま
す
。

「
空
港
、
万
博
で
愛
知
は
元
気
」
と
よ
く
言

わ
れ
ま
す
が
、
我
が
町
の
状
況
は
大
変
厳
し
い

状
況
に
あ
り
ま
す
。
今
後
は
、
空
港
と
観
光
、

農
漁
業
、
商
工
業
を
ど
う
う
ま
く
か
み
合
わ
せ

て
い
く
の
か
が
課
題
で
あ
り
ま
す
。
緑
豊
か
な

自
然
環
境
と
景
観
、
豊
富
な
農
・
水
産
物
、
歴

史
遺
産
な
ど
我
が
町
の
特
性
を
生
か
し
た
一
層

の
取
り
組
み
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。
行
政
と
い

た
し
ま
し
て
は
、
昨
年
立
ち
上
げ
た
「
み
な
と

観
光
交
流
促
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
全
力
で
取

り
組
む
と
と
も
に
、
遅
れ
て
い
る
道
路
整
備
や

農
地
等
の
有
効
利
用
、
風
力
発
電
施
設
の
誘
致

や
海
や
川
の
環
境
浄
化
な
ど
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。
一
方
、
子
育
て
支
援
や
通
学
・
通
勤

等
の
地
域
交
通
の
確
保
な
ど
の
福
祉
の
充
実
も

課
題
で
あ
り
ま
す
。
引
き
続
き
行
財
政
改
革
を

進
め
「
子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
安
心
し
て
暮

ら
す
こ
と
が
出
来
、
希
望
の
も
て
る
町
づ
く
り
」

の
た
め
精
一
杯
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

町
民
の
皆
様
の
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
す
る
と
と
も
に
、
皆
様
の
ご
多
幸
と
ご
健

勝
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ

い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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新年のごあいさつ
「
町
民
の
皆
様
の
幸
せ
の

た
め
」
を
モ
ッ
ト
ー
に

町
議
会
議
長

石
黒
　
充
明

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

町
民
の
皆
様
に
は
、
健
や
か
で
希
望
に
満
ち
た

新
年
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
、
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。

昨
年
９
月
の
国
会
で
は
、
安
倍
新
内
閣
が
発

足
し
ま
し
た
。
世
間
で
は
イ
ザ
ナ
ギ
景
気
と
い

わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
我
が
町
で
は
ま
だ
ま
だ

無
縁
の
話
と
し
か
、
受
け
と
め
る
事
は
で
き
ま

せ
ん
。
平
成
の
市
町
村
大
合
併
の
後
、
後
期
高

齢
者
の
医
療
制
度
、
ご
み
処
理
や
消
防
行
政
の

更
な
る
広
域
化
が
浮
上
し
て
き
ま
し
た
。
合
併

を
見
据
え
た
政
策
だ
と
思
い
ま
す
が
、
広
域
化

し
な
い
と
補
助
金
が
出
な
い
と
い
う
内
容
に
変

わ
っ
て
く
る
よ
う
で
す
。
合
併
は
す
ぐ
に
は
無

理
な
地
域
で
も
、
で
き
る
事
か
ら
一
緒
に
や
り

ま
し
ょ
う
、
と
い
う
事
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

昨
年
は
全
国
的
に
い
じ
め
問
題
の
ニ
ュ
ー
ス

が
後
を
絶
た
ず
、
そ
の
話
題
で
終
始
し
ま
し
た
。

昔
か
ら
三
つ
子
の
魂
百
ま
で
、
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
子
ど
も
は
幼
少
の
頃
か
ら
き
ち
ん
と

親
の
責
任
に
お
い
て
、
良
し
悪
し
の
分
か
る
よ

う
な
躾

し
つ
け

を
し
な
く
て
は
と
、
改
め
て
心
に
強
く

思
う
次
第
で
す
。

今
年
は
選
挙
の
年
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

我
が
町
で
は
町
長
選
挙
と
町
議
会
議
員
補
欠
選

挙
が
終
わ
っ
た
ば
か
り
で
す
が
、
２
月
に
は
愛

知
県
知
事
選
挙
、
４
月
は
県
議
会
議
員
選
挙
な

ど
統
一
地
方
選
挙
、
そ
し
て
参
議
院
議
員
選
挙

と
続
き
ま
す
。
棄
権
し
な
い
よ
う
に
必
ず
投
票

に
行
っ
て
も
ら
い
た
い
も
の
で
す
。

今
年
も
「
町
民
の
皆
様
の
幸
せ
の
た
め
」
を

モ
ッ
ト
ー
に
、
職
務
を
全
う
し
て
ま
い
る
所
存

で
ご
ざ
い
ま
す
。
我
が
町
の
財
政
も
大
変
厳
し

い
中
、
職
員
の
給
与
カ
ッ
ト
、
補
助
金
の
カ
ッ

ト
、
そ
し
て
始
末
に
始
末
し
て
財
政
の
健
全
化

を
図
り
借
入
金
を
減
ら
し
、
基
金
も
約
10
億
円

に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
た
め
、
町
民
の
皆
様
方

に
は
大
変
辛
抱
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、

町
発
展
の
た
め
、
ど
う
か
今
後
と
も
引
き
続
き

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
お
願
い
す
る
と
共

に
、
本
年
が
皆
様
に
と
っ
て
幸
多
き
年
で
あ
り

ま
す
よ
う
に
、
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新

年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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平成19年南知多町成人式
日　時 平成19年１月７日（日）

午前10時～
※成人の日の前日

場　所 町総合体育館サブアリーナ
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元
学
校
薬
剤
師
で
あ
る
冨
榮
さ
ん

（
79
）＝
内
海
字
中
前
田
＝
は
、
平
成

18
年
11
月
３
日
秋
の
叙
勲
で
瑞
宝
双

光
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

冨
さ
ん
は
、
長
年
に
わ
た
り
町
の

学
校
薬
剤
師
と
し
て
生
徒
の
健
康
増

進
に
貢
献
さ
れ
た
功
績
に
よ
り
受
章

さ
れ
た
も
の
で
す
。

澤
田
武
男
さ
ん
＝
豊
浜
字
初
神
＝

は
、
平
成
17
年
国
勢
調
査
の
事
務
に

精
励
さ
れ
、
そ
の
功
績
に
よ
り
、
10

月
20
日
の
平
成
18
年
度
愛
知
県
統
計

功
労
者
表
彰
式
に
お
い
て
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

叙
勲
　
瑞
宝
双
光
章

冨

　

　

榮
さ
ん

（
内

海

）

総

務

大

臣

表

彰

澤

田

武

男
さ
ん

（
豊

浜
）

平
成
18
年
第
４
回
南
知
多
町
議
会

定
例
会
が
12
月
５
日
か
ら
12
月
13
日

ま
で
の
９
日
間
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

５
日
は
諸
般
報
告
お
よ
び
提
出
案

件
の
概
要
説
明
に
始
ま
り
、
一
般
質

問
の
後
、
議
案
に
つ
い
て
の
提
案
理

由
の
説
明
・
質
疑
が
行
わ
れ
、
４
議

案
が
承
認
・
可
決
さ
れ
、
11
議
案
が

各
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

12
月
13
日
、
本
会
議
が
再
開
さ
れ
、

す
べ
て
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

可
決
さ
れ
た
議
案
は
次
の
と
お
り

で
す
。

●
地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
に
伴
う

関
係
条
例
の
整
理
に
関
す
る
条
例
の

制
定
（
総
務
課
）

●
南
知
多
町
副
町
長
の
定
数
を
定
め

る
条
例
の
制
定
（
総
務
課
）

●
南
知
多
町
日
間
賀
漁
港
漁
業
集
落

排
水
事
業
基
金
条
例
の
制
定
（
都
市

開
発
課
）

●
南
知
多
町
師
崎
港
駐
車
場
事
業
基

金
条
例
の
制
定
（
都
市
開
発
課
）

●
南
知
多
町
職
員
の
勤
務
時
間
、
休

暇
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

（
総
務
課
）

●
南
知
多
町
消
防
団
員
等
公
務
災
害

補
償
条
例
等
の
一
部
改
正
（
総
務
課
）

●
平
成
18
年
度
南
知
多
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
４
号
及
び
第
５
号
）

●
平
成
18
年
度
南
知
多
町
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

●
平
成
18
年
度
南
知
多
町
介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

●
平
成
18
年
度
南
知
多
町
水
道
事
業

会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

●
知
多
南
部
衛
生
組
合
規
約
の
変
更

（
福
祉
環
境
課
）

●
知
多
南
部
消
防
組
合
規
約
の
変
更

（
総
務
課
）

●
知
多
地
区
農
業
共
済
事
務
組
合
規

約
の
変
更
（
農
業
水
産
課
）

●
愛
知
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
の
設
置
（
住
民
課
）

※
詳
細
等
は
、
関
係
各
課
に
お
尋
ね

く
だ
さ
い
。

議

会

結

果

報

告

◆

12
月
町
議
会
定
例
会
　
◆

条
　
　
　
例

予
　
　
　
算

そ
　
の
　
他

工業統計調査のお願い
工業統計調査は、製造業を営む事業所を対象と
して、その活動実体を明らかにすることを目的と
した調査です。（調査日12月31日現在）
対象になる事業所へは知事から任命された調査
員がお伺いしますので、ご協力をお願いします。
問い合わせ 企画情報課（内線332）

平成19年南知多町成人式
平成19年１月７日（日）
午前10時～
※成人の日の前日

町総合体育館サブアリーナ

平成19年南知多町成人式
日　時 平成19年１月７日（日）

午前10時～
※成人の日の前日

場　所 町総合体育館サブアリーナ
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「
地
方
の
こ
と
は
地
方
で
」
と
い

う
方
針
の
も
と
、
地
方
分
権
を
積
極

的
に
進
め
て
い
く
「
三
位
一
体
改
革
」

が
実
現
し
ま
す
。
そ
の
柱
と
い
え
る

の
が
、
今
回
の「
税
源
移
譲（
ぜ
い
げ

ん
い
じ
ょ
う
）」。
税
源
移
譲
で
は
、

所
得
税（
国
税
）と
住
民
税（
地
方
税
）

の
税
率
を
変
え
る
こ
と
で
、
国
の
税

収
が
減
り
、
地
方
の
税
収
が
増
え
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
お
よ
そ
３
兆
円

の
税
源
が
、
国
か
ら
地
方
へ
移
譲
さ

れ
ま
す
。

税
源
移
譲
に
よ
っ
て
、
地
方
は
必

要
な
財
源
を
直
接
確
保
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
住
民

は
よ
り
身
近
で
、
よ
り
よ
い
行
政
サ

ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。

「
何
が
変
わ
る
の
？
」

「
ど
う
変
わ
る
の
？
」

平
成
19
年
か
ら

あ
な
た
の
所
得
税
・
住
民
税
が
変
わ
り
ま
す

平
成
19
年
か
ら
税
源
移
譲
に
よ
り
、所
得
税
と
住
民
税
の
税
率
が
変
わ
り
ま
す

所得税　平成19年1月分から適用 ø４段階の税率を、６段階に細分化
（所得税と住民税を合わせた税負担が変わらないよう制度設計）

住民税　平成19年6月分から適用 ø３段階の税率から、一律10％に
（県民税４％・町民税６％）

ほとんどの方は、１月分から所得税が減り、そのぶん６月分から住民税が増える
ことになります。しかし、税源の移し替えなので、「所得税＋住民税」の負担は
基本的には変わりません。

モデルケース 税源移譲による負担変動（年額）

給与収入

300万円

500万円

700万円

税 源 移 譲 前

124,000円

所得税

258,000円

474,000円

064,500円

住民税 合　計

188,500円

421,000円

781,000円

163,000円

307,000円

負　担

増減額

０円

０円

０円

税 源 移 譲 後

062,000円

所得税

160,500円

376,500円

126,500円

住民税 合　計

188,500円

421,000円

781,000円

260,500円

404,500円

ø ＝

給与収入

300万円

500万円

700万円

税 源 移 譲 前

124,000円

所得税

119,000円

263,000円

069,000円

住民税 合　計

009,000円

195,000円

459,000円

076,000円

196,000円

負　担

増減額

０円

０円

０円

税 源 移 譲 後

062,000円

所得税

159,500円

165,500円

129,000円

住民税 合　計

009,000円

195,000円

459,000円

135,500円

293,500円

ø ＝

独身者の場合

夫婦＋子供２人の場合

※夫婦＋子供２人の場合、子供のうち１人が特定扶養親族に該当するものとしています。
※一定の社会保険料が控除されるものとして計算しています。
★このほか、実際の負担増減額には、平成19年から定率減税が廃止される等の影響があることにご留意ください。（詳しくは下の説明をご覧ください）

モデルケース 夫婦＋子供２人・給与収入700万円（年額）

※子供のうち１人が特定扶養親族に該当するものとしています。※一定の社会保険料が控除されるものとして計算しています。

住 民 税　　　　196,000円
・定率減税　 △14,700円
所 得 税　　　　263,000円
・定率減税　 △26,300円
合　計 418,000円

平成18年

住 民 税　　　　293,500円

所 得 税　　　　165,500円

合　計 459,000円

平成19年

ø

平成18年

所得税：平成18年１月分から
税額の10％相当額を減額
（12.5万円を限度）

住民税：平成18年６月分から
税額の7.5％相当額を減額
（２万円を限度）

平成19年以降

所得税：平成19年１月分から廃止

住民税：平成19年６月分から廃止
ø

◎
税
源
移
譲
以
外
の
主
な
変
更
点

定
率
減
税
が
廃
止
さ
れ
ま
す

平
成
11
年
度
か
ら
、
景
気
対
策
の
た
め
に
暫
定
的
な
税
負
担
の
軽

減
措
置
と
し
て
導
入
さ
れ
て
い
た
定
率
減
税
が
、
最
近
の
経
済
状
況

を
踏
ま
え
て
廃
止
さ
れ
ま
す
。（
所
得
税
は
平
成
19
年
１
月
分
、
住
民

税
は
平
成
19
年
６
月
分
か
ら
）
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地元税理士による所得
税還付申告無料説明会

平
成
18
年
中
に
住
宅
ロ
ー
ン
等
を

利
用
し
て
マ
イ
ホ
ー
ム
を
新
築
、
購

入
し
、
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
を

受
け
ら
れ
る
方
を
対
象
と
し
た
確
定

申
告
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時

１
月
22
日（
月
）〜
26
日（
金
）、
29
日

（
月
）、
30
日（
火
）

１
回
目
　
午
前
10
時
〜

２
回
目
　
午
後
１
時
30
分
〜

会
場

半
田
市
福
祉
文
化
会
館（
雁
宿
ホ
ー
ル
）

必
要
な
も
の

①
印
鑑

②
住
民
票
の
写
し

③
家
屋
の
登
記
簿
謄
本

④
家
屋
の
取
得
価
額
な
ど
を
明
ら
か

に
す
る
書
類

⑤
住
宅
取
得
資
金
に
係
る
借
入
金
の

年
末
残
高
証
明
書

⑥
源
泉
徴
収
票（
給
与
所
得
者
）な
ど

な
お
、
当
日
は
増
改
築
に
よ
り
住

宅
借
入
金
等
特
別
控
除
の
適
用
を
受

け
る
方
に
対
す
る
説
明
は
い
た
し
ま

せ
ん
の
で
、該
当
す
る
方
は
、申
告
期

間（
２
月
１
日
〜
３
月
15
日
ま
で
）に

住
吉
福
祉
文
化
会
館
で
開
設
す
る
確

定
申
告
会
場
へ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
自
営
業
を
営
ん
で
お
ら
れ

る
方
や
譲
渡
所
得
、
不
動
産
所
得
な

ど
が
あ
る
方
の
確
定
申
告
は
、
２
月

16
日（
金
）以
降
で
す
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

半
田
税
務
署
q
２
１
‐
３
１
４
１

「
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
」
の

確
定
申
告
説
明
会
を
開
催

税
務
課
　(

内
線
１
４
５)

●日時
平成19年２月10日（土）午前９時～12時30分ま

で（ただし、受付は12時までですので、お気を
つけください）

●内容
年金収入のある方、医療費控除を受けられる

方、平成18年中に住宅を新・増築された方の所
得税還付申告の説明（なお、時間が限られてい
ますので、これら以外は対象外です）

問い合わせ　税務課 (内線145)

●会場

半田市
半田市役所　３Ｆ　大会議室
半田市東洋町2-1 q21-3111

東海市
東海市役所（地下大会議室）
東海市中央町1-1 q052-603-2211

大府市
大府市役所（地下多目的ホール）
大府市中央町5-70 q0562-47-2111

知多市
知多市役所（多目的会議室）
知多市緑町１　q0562-33-3151

常滑市
鬼崎公民館
常滑市神明町3-35 q43-0660

名古屋税理士会半田支部からのお知らせ

住
民
税
の
老
年
者
非
課
税
措
置
が
廃
止
さ
れ

ま
し
た
が
、
経
過
措
置
が
と
ら
れ
て
い
ま
す

平
成
17
年
１
月
１
日
現
在
、
65
歳

以
上
の
方
（
昭
和
15
年
１
月
２
日
以

前
に
生
ま
れ
た
方
）
で
、
前
年
の
合

計
所
得
金
額
が
125
万
円
以
下
の
方
は
、

平
成
17
年
度
ま
で
住
民
税
が
非
課
税

で
し
た
が
、
年
齢
に
関
わ
ら
ず
公
平

に
負
担
を
分
か
ち
合
う
と
い
う
観
点

か
ら
、
こ
の
措
置
が
平
成
18
年
度
か

ら
廃
止
さ
れ
、
現
役
世
代
と
同
様
の

制
度
が
適
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
た
だ

し
、
急
激
な
税
負
担
を
緩
和
す
る
た

め
経
過
措
置
が
と
ら
れ
て
い
ま
す
。

モデルケース 70歳独身・年金収入200万円（年額）

住民税　非課税

所得税　　 34,800円

・定率減税　△6,960円
合計　　 27,840円

（税額　　 27,800円）

平成17年度

住民税　　　　　　　 19,900円
・定率減税　　　　　 △1,500円

2・（住民税－定率減税）×─ △12,267円3
所得税　　　　　　　　34,800円
・定率減税　　　　　 △3,480円
合計　　　　　　　 37,453円

（税額　　　　　　　 37,400円）

住民税　　　　 37,300円
1・住民税×─ △12,434円3

所得税　　　　 17,400円

合計　　　 42,266円
（税額　　　 42,200円）

平成18年度 平成19年度

ø ø

平成17年度

合計所得金額
125万円以下の方

非 課 税

平成18年度以降

経過措置として
平成18年度は税額の３分の２を減額
平成19年度は税額の３分の１を減額
平成20年度以降は、全額負担
※この経過措置は昭和15年１月２日以前に
生まれた方が対象になります。

ø
課　　税

※一定の社会保険料が控除されるものとして計算しています。
※年金収入200万円の方は、年金に係る控除を行った後の合計所得金額は125万円以下なので、経過措置が適用されます

※各モデルケースの住民税（年額）は所得割に係るもので、このほか均等割が課税されます。
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■
対
象
者

A

所
得
が
給
与
の
み
で
医
療
費
控
除

を
受
け
よ
う
と
す
る
方
や
年
の
途
中

で
退
職
し
、
年
末
調
整
を
受
け
て
い

な
い
方

A

所
得
が
公
的
年
金
の
み
で
、
所
得

税
が
源
泉
徴
収
さ
れ
、
社
会
保
険
料

・
生
命
保
険
料
・
損
害
保
険
料
な
ど

の
控
除
に
よ
り
所
得
税
の
還
付
を
受

け
よ
う
と
す
る
方

●
申
告
に
必
要
な
書
類

①
源
泉
徴
収
票
（
コ
ピ
ー
は
不
可
）

②
支
払
っ
た
社
会
保
険
料
（
国
民
健

康
保
険
税
・
国
民
年
金
保
険
料
な

ど
）
や
生
命
保
険
料
、
損
害
保
険

料
等
の
証
明
書

③
18
年
中
に
支
払
っ
た
医
療
費
の
領

収
書
（
合
計
金
額
の
計
算
を
済
ま

せ
た
も
の
）

④
保
険
金
な
ど
で
補
て
ん
さ
れ
た
金

額
の
わ
か
る
書
類
（
社
会
保
険
な

ど
か
ら
支
給
を
受
け
る
療
養
費
、

出
産
育
児
一
時
金
な
ど
の
ほ
か
、

医
療
費
の
補
て
ん
を
目
的
と
し
て

支
払
を
受
け
る
損
害
賠
償
金
や
生

命
保
険
契
約
な
ど
の
医
療
保
険
金
、

入
院
費
給
付
金
な
ど
）

●
印
鑑
、
筆
記
用
具
、
計
算
機

●
還
付
金
の
振
込
金
融
機
関
名
と
口

座
番
号
が
わ
か
る
も
の
（
申
告
者

名
義
の
も
の
に
限
り
ま
す
）

※
所
得
税
の
確
定
申
告
は
自
主
計
算

・
自
主
申
告
が
原
則
で
す
。
医
療

費
の
支
払
い
金
額
（
領
収
書
の
合

計
額
）
や
保
険
金
な
ど
の
補
て
ん

金
額
は
、
あ
ら
か
じ
め
計
算
し
て

か
ら
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
還
付
申
告
相
談
以
外
の
方
は
、
２

月
16
日（
金
）〜
３
月
15
日（
木
）の
通

常
の
確
定
申
告
期
間
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

■
医
療
費
控
除
に
含
ま
れ
る
も
の

①
医
師
、
歯
科
医
師
に
よ
る
診
療
や

治
療
の
費
用

②
治
療
、
療
養
の
た
め
の
医
薬
品
の

購
入
費
用
（
例：

風
邪
薬
）

③
病
院
や
診
療
所
、
介
護
老
人
保
健

施
設
、
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
、

助
産
所
に
収
容
さ
れ
る
た
め
の
人

的
役
務
の
提
供
の
費
用

④
治
療
の
た
め
の
あ
ん
ま
・
マ
ッ
サ

ー
ジ
・
指
圧
師
、
は
り
師
、
き
ゅ

う
師
、
柔
道
整
復
師
な
ど
に
よ
る

施
術
の
費
用

⑤
保
健
師
や
看
護
師
、
准
看
護
師
、

特
に
依
頼
し
た
人
に
よ
る
療
養

（
在
宅
療
養
を
含
み
ま
す
）
上
の

世
話
の
費
用

⑥
助
産
師
に
よ
る
分
べ
ん
の
介
助
の

費
用

■
医
療
費
控
除
に
含
ま
れ
な
い
も
の

①
容
姿
を
美
化
し
、
容
ぼ
う
を
変
え

る
な
ど
の
目
的
で
支
払
っ
た
整
形

手
術
の
費
用

②
健
康
増
進
や
疾
病
予
防
な
ど
の
た

め
の
医
薬
品
の
購
入
費

③
人
間
ド
ッ
グ
な
ど
の
健
康
診
断
の

た
め
の
費
用
（
た
だ
し
、
健
康
診

断
の
結
果
、
重
大
な
疾
病
が
発
見

さ
れ
、
引
き
続
き
治
療
を
受
け
る

と
き
の
こ
の
費
用
は
医
療
費
に
含

ま
れ
ま
す
）

④
親
族
に
支
払
う
療
養
上
の
世
話
の

費
用

⑤
治
療
を
受
け
る
た
め
に
直
接
必
要

と
し
な
い
近
視
、
遠
視
の
た
め
の

眼
鏡
や
補
聴
器
等
の
購
入
費

◆
医
療
費
控
除
を

受
け
る
方
へ

◆
還
付
申
告

（
医
療
費
控
除
・
中
途
退
職
者
・

公
的
年
金
受
給
者
）

◆医療費控除とは？
あなたが自分や家族の病気やケガなどで医療費を

多く支払った場合、次の算式によって計算した金額
を「医療費控除」として所得から差し引くことがで
きます。
【計算式】
Ａ：平成18年中に支払った医療費の総額
Ｂ：保険金などで補てんされる金額
Ｃ：10万円（所得の合計額が200万円までの人は

所得の合計額の５％）

医療費控除額＝Ａ－Ｂ－Ｃ
（最高200万円）

※医療費の自己負担が10万円（所得の合計額が 200
万円までの人は所得の合計額の５％）を上回って
いない人は、控除の対象になりません。

・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・
特　集特　集

所
得
税
の
還
付
申
告

〜
申
告
書
は
自
分
で
書
い
て
早
め
に
提
出
し
ま
し
ょ
う
〜

平
成
17
年
分
の
所
得
税
確
定
申
告
の
相
談
お
よ
び
受
け
付
け
は
、
２
月
16
日（
木
）〜
３
月

15
日（
水
）で
す
が
、
医
療
費
控
除
対
象
者
な
ど
の
還
付
申
告
の
か
た
は
、
２
月
15
日（
水
）以

前
で
も
提
出
で
き
ま
す
。

通
常
の
確
定
申
告
期
間
中
は
大
変
混
雑
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
税
務
署
・
税
務
課
で
の
ア
ド
バ

イ
ス
や
「
申
告
書
の
手
引
き
、
記
載
例
」
な
ど
を
参
考
に
し
て
、
ご
自
身
で
申
告
書
を
書
い

て
み
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ

税
　
　
務
　
　
課

（
内
線
１
４
５
・
１
４
６
）

所
得
税
の
還
付
申
告

〜
申
告
書
は
自
分
で
書
い
て
早
め
に
提
出
し
ま
し
ょ
う
〜

平
成
17
年
分
の
所
得
税
確
定
申
告
の
相
談
お
よ
び
受
け
付
け
は
、
２
月
16
日（
木
）〜
３
月

15
日（
水
）で
す
が
、
医
療
費
控
除
対
象
者
な
ど
の
還
付
申
告
の
か
た
は
、
２
月
15
日（
水
）以

前
で
も
提
出
で
き
ま
す
。

通
常
の
確
定
申
告
期
間
中
は
大
変
混
雑
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
税
務
署
・
税
務
課
で
の
ア
ド
バ

イ
ス
や
「
申
告
書
の
手
引
き
、
記
載
例
」
な
ど
を
参
考
に
し
て
、
ご
自
身
で
申
告
書
を
書
い

て
み
ま
し
ょ
う
。

所
得
税
の
還
付
申
告

〜
申
告
書
は
自
分
で
書
い
て
早
め
に
提
出
し
ま
し
ょ
う
〜

平
成
18
年
分
の
所
得
税
確
定
申
告
の
相
談
お
よ
び
受
け
付
け
は
、
２
月
16
日（
金
）〜
３
月

15
日（
木
）で
す
が
、
医
療
費
控
除
対
象
者
な
ど
の
還
付
申
告
の
か
た
は
、
２
月
15
日（
木
）以

前
で
も
提
出
で
き
ま
す
。

通
常
の
確
定
申
告
期
間
中
は
大
変
混
雑
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
税
務
署
・
税
務
課
で
の
ア
ド
バ

イ
ス
や
「
申
告
書
の
手
引
き
、
記
載
例
」
な
ど
を
参
考
に
し
て
、
ご
自
身
で
申
告
書
を
書
い

て
み
ま
し
ょ
う
。
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シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、

新
た
な
環
境
で
働
く
方
（
会
員
）
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

会
員
に
な
る
に
は

南
知
多
町
在
住
で
、
年
齢
が
お
お

む
ね
60
歳
以
上
で
働
く
意
欲
の
あ
る

健
康
な
方
な
ら
、
会
員
に
な
れ
ま
す
。

入
会
の
手
続
き

セ
ン
タ
ー
に
置
い
て
あ
る
入
会
申

込
書
に
必
要
な
事
項
を
記
入
す
る
だ

け
で
す
。（
事
務
局
で
説
明
い
た
し

ま
す
。）

会
費年

会
費
500
円
を
納
め
て
い
た
だ
き

ま
す
。

仕
事仕

事
は
セ
ン
タ
ー
か
ら
連
絡
し
ま

す
の
で
、
自
分
で
内
容
を
判
断
し
、

決
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

報
酬
（
配
分
金
）

自
分
で
働
い
た
仕
事
量
に
応
じ
、

報
酬
（
配
分
金
）
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

会
員
傷
害
保
険

仕
事
に
従
事
し
て
い
る
間
の
障
害

は
、
団
体
傷
害
保
険
に
よ
る
補
償
が

受
け
ら
れ
ま
す
。

主
な
仕
事

・
庭
木
の
剪
定
、
簡
単
な
大
工
仕
事

・
屋
内
・
外
の
軽
作
業
（
草
刈
、
草

取
、
清
掃
な
ど
）

・
施
設
管
理
（
公
民
館
、
体
育
館
、

宿
直
）、
駐
車
場
管
理
な
ど

※
会
員
の
方
々
は
、
お
互
い
に
助
け

合
い
な
が
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
仕
事
に

従
事
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

南
知
多
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

事
務
局

q
６
５
‐
２
８
６
０

家
庭
裁
判
所
で
は
、
民
間
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
方
々
に
、
少
年
の
「
補

導
委
託
先
」
と
し
て
協
力
し
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

「
補
導
委
託
」
と
は
、
家
庭
裁
判
所

が
少
年
の
最
終
的
な
処
分
を
決
め
る

前
に
、
民
間
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方

に
、
非
行
の
あ
っ
た
少
年
を
し
ば
ら

く
の
間
預
け
、
少
年
に
仕
事
や
通
学

を
さ
せ
な
が
ら
、
生
活
指
導
を
し
て

も
ら
う
と
い
う
制
度
で
す
。

家
庭
裁
判
所
で
は
、
必
要
な
と
き

に
適
切
な
補
導
委
託
先
に
少
年
を
預

け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
補
導

委
託
先
に
な
っ
て
い
た
だ
け
る
方
を

求
め
て
い
ま
す
。

最
寄
り
の
家
庭
裁
判
所
ま
た
は
最

高
裁
判
所
事
務
総
局
家
庭
局
第
二
課

少
年
調
査
係
（
q
０
３
‐
３
２
６
４

‐
８
１
１
１
内
線
４
４
３
２
）
ま
で

気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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・
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・
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・
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・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で

働
い
て
み
ま
せ
ん
か

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で

働
い
て
み
ま
せ
ん
か

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
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・
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・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

家
庭
裁
判
所
の
補
導
委
託
制
度

家
庭
裁
判
所
の
補
導
委
託
制
度

事
件
の
受
理�

事
件
の
発
生�

調
　
　
　
査�

審
　
　
　
判�

最終的な処分�

・不処分�
・保護観察�
・少年院送致�
�　　　　など�

補　導　委　託�

試　験　観　察�
（家庭裁判所調査官）�

＜少年審判の流れ＞�

家庭裁判所�

かーくん�

住
民
課
　(

内
線
１
１
２)

●
国
民
年
金
は
、
日
本
国
内
に
住
む

20
歳
か
ら
60
歳
ま
で
の
す
べ
て
の
人

が
加
入
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
す
べ
て
の
国
民
に
共
通

の
基
礎
年
金
を
給
付
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
、
そ
の
費
用
を
被
保
険
者
全

体
で
負
担
し
て
い
こ
う
と
い
う
仕
組

み
で
す
。

●
自
営
業
者
、
学
生
な
ど
は
20
歳
に

な
る
と
第
一
号
被
保
険
者
と
な
り
ま

す
。厚

生
年
金
や
共
済
組
合
な
ど
に
加

入
し
て
い
る
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
、
公
務

員
は
、
20
歳
に
な
る
と
第
二
号
被
保

険
者
と
な
り
ま
す
。

第
二
号
被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ
て

い
る
配
偶
者
は
、
20
歳
に
な
る
と
第

三
号
被
保
険
者
と
な
り
ま
す
。

●
加
入
手
続
き
は
、
誕
生
月
に
社
会

保
険
事
務
所
か
ら
資
格
取
得
届
が
送

ら
れ
て
き
ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を

記
入
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
国
民
年
金
は
、
老
後
の
生
活
保
障

だ
け
で
な
く
、
病
気
や
事
故
で
障
害

が
残
っ
た
と
き
に
な
ど
に
、
あ
な
た

の
強
い
味
方
に
な
っ
て
く
れ
ま
す
。

●
半
田
社
会
保
険
事
務
所

住
所
　
半
田
市
西
新
町
一
番
地
の
一

q
２
１
‐
２
３
２
１
（
代
表
）

国

民

年

金

だ
よ
り

新
成
人
の
み
な
さ
ん
、
20
歳
に
な
っ
た
ら

国
民
年
金
の
加
入
手
続
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

◆国民年金の保険料◆�
12月分　１月31日(水)まで

口座振替をご利用の方は、指定された金融
機関の口座から引き落としいたしますので
預金残高の確認をお願いします。

たよりにしてます　国民年金

住
民
課
　(

内
線
１
１
５)



①
投
票
日
現
在
で
満
20
歳
以
上
の
人
（
昭
和

62
年
２
月
５
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
）
で
、
南

知
多
町
内
に
住
所
を
有
す
る
人
（
平
成
18
年
10

月
17
日
以
前
に
転
入
届
を
さ
れ
、
引
き
続
き
住

民
基
本
台
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る
人
）

②
南
知
多
町
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て

い
る
人
で
、
平
成
18
年
10
月
４
日
以
後
、
県
内

の
他
市
町
村
へ
転
出
さ
れ
た
人
（
た
だ
し
、
転

出
先
で
登
録
さ
れ
た
人
を
除
く
）

※
県
内
の
市
町
村
長
の
証
明
書
が
必
要
で
す
。

県
内
の
前
住
所
地
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ

れ
て
い
る
人
で
、
平
成
18
年
10
月
18
日
以
後
に

8H19.1.1・15

投
票
日

　　　とどけこの声　　この一票

知事選挙
２月14日任期満了に伴う愛知県
知事選挙が２月４日（日）に行われ
ます。
尊い一票を無駄にすることなく

投票しましょう。

投
票
の
で
き
る
人

投
票
時
間

２
月

４
日(

日)

午
前
７
時
〜
午
後
８
時

（
た
だ
し
、
篠
島
・
日
間
賀
島
地
区
は
）

午
後
７
時
ま
で

投　　票　　場　　所

●投票所一覧表
投票入場券で確認のうえ、お出かけください

内 海 中 之 郷

内 海 東 端

内 海 馬 場

山 海

豊 浜 高 浜

豊 浜 中 村

豊 浜 中 洲

豊 丘

大 井

片 名

師 崎

篠 島

日 間 賀 島

町公民館内海分館

内海小学校（視聴覚室）

内海中学校（玄関）

山海小学校（１年生教室）

東部区民会館

豊浜小学校（体育館）※

旧中洲保育所

豊丘小学校（１年生教室）

大井公民館

旧片名保育所

師崎小学校

篠島開発総合センター

日間賀小学校（なかよしルーム）

投　票　区

※豊浜小学校は現在北校舎改築工事中のため、駐車場が少な
いので、徒歩または乗り合わせでの来場にご協力ください。

前
住
所
地
で
投
票
し
て
い
た
だ
く
人
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南
知
多
町
へ
転
入
届
を
さ
れ
た
人

※
県
内
の
市
町
村
町
長
の
証
明
書
（
引
き
続
き

南
知
多
町
に
住
所
を
有
す
る
証
明
書
）
が
必
要

で
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
役
場
住
民
課
ま
た
は

各
市
町
村
で
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

選
挙
権
の
あ
る
人
に
は
、
１
月
19
日
頃
、
投

票
所
の
入
場
券
を
ハ
ガ
キ
に
よ
り
郵
送
い
た
し

ま
す
。
投
票
の
際
、
投
票
所
の
受
付
に
出
し
て

く
だ
さ
い
。

な
お
、
入
場
券
を
紛
失
し
た
場
合
で
も
、
本

人
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
れ
ば
投
票
で
き
ま

す
の
で
、
投
票
所
の
受
付
で
、
そ
の
旨
を
申
し

出
て
運
転
免
許
証
等
身
分
を
証
明
す
る
書
類
を

提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
選
挙
権
の
あ
る
人
で
入
場
券
が
届
か

な
い
場
合
に
は
、
選
挙
管
理
委
員
会
（
役
場
総

務
課
内
）
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

投
票
用
紙
に
は
、
候
補
者
１
人
の
氏
名
を
は

っ
き
り
書
い
て
く
だ
さ
い
。

候
補
者
の
氏
名
以
外
や
余
分
な
こ
と
を
書
い

た
場
合
に
は
、
投
票
が
無
効
と
な
り
ま
す
の
で

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
読
み
書
き
の
十
分
で
な
い
人
、
手
や

腕
な
ど
の
故
障
で
字
が
書
け
な
い
人
は
、
代
理

投
票
の
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る

人
は
、
当
日
、
投
票
所
の
係
員
に
お
申
し
出
く

だ
さ
い
。

期
日
前
投
票
は
、
仕
事
や
用
務
の
た
め
、
投

票
当
日
に
投
票
で
き
な
い
人
が
、
期
日
前
投
票

所
に
お
い
て
、
投
票
日
前
日
ま
で
に
投
票
で
き

る
制
度
で
す
。

投
票
の
方
法
は
、
期
日
前
投
票
所
備
え
付
け

の
「
宣
誓
書
」
に
投
票
日
当
日
に
投
票
に
行
け

な
い
理
由
を
選
ん
で
い
た
だ
く
も
の
で
、
押
印

は
不
要
で
す
。（
投
票
所
入
場
券
が
郵
送
さ
れ

た
あ
と
は
、
入
場
券
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
入

場
券
を
忘
れ
た
等
持
参
さ
れ
な
い
人
は
、
身
分

が
証
明
で
き
る
書
類
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。）

《
期
日
前
投
票
の
日
時
・
場
所
》

※
注
意
事
項

期
日
前
投
票
も
不
在
者
投
票
も
告
示
日
に
投

票
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

な
お
、
両
島
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
設
置
す

る
期
日
前
投
票
所
は
、
投
票
期
間
・
時
間
と
も

短
縮
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
併
せ
て
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

○
指
定
病
院
等
に
よ
る
不
在
者
投
票

指
定
病
院
等
に
入
院
中
の
人
は
、
病
院
長
な

ど
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

○
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票

身
体
に
一
定
の
程
度
を
こ
え
る
重
度
の
障
害

の
あ
る
人
は
、
あ
ら
か
じ
め
郵
便
投
票
証
明
書

の
交
付
を
受
け
て
、
郵
送
に
よ
り
不
在
者
投
票

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
場
合
投
票
用

紙
の
請
求
の
受
付
は
、
１
月
31
日
（
水
）
ま
で

で
す
の
で
早
め
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
町
選
挙
管
理
委
員
会
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

日
時

２
月
４
日（
日
）午
後
９
時
15
分
〜

場
所

役
場
大
会
議
室

県政に　　　　

愛知県
イッピョウくん�

投
票
所
入
場
券
を
忘
れ
ず
に

期
日
前
投
票
等

投
票
（
記
載
）
す
る
と
き
は

場
　
所

・

時
　
間

地
　
　
区

日
間
賀
島
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

１
月
31
日（
水
）〜
２
月
３
日（
土
）

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

内
　
　
海

豊
　
　
浜

師
　
　
崎

役
場
本
庁

１
月
19
日（
金
）〜
２
月
３
日（
土
）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時

篠
島
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

１
月
31
日（
水
）〜
２
月
３
日（
土
）

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

篠
　
　
島

日
間
賀
島

開
票
の
日
時
・
場
所

選
挙
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ

町
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

(

役
場
　
総
務
課
内)

q
６
５
‐
０
７
１
１
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まちの話題をお知らせください。企画情報課　広報担当まで�

LEDが「ゆめホタル」
になったよ

12月２日、「聖なるひかり2006」の点灯式イベント
で行われた「ゆめホタル」の製作が同日、知的障害
者通所授産施設「すいせんひろば」で行われました。
製作は利用者や保護者、ボランティアなど15名で
行われ、「NPOたけとよ」の会員の指導で、LED（発
光ダイオード）に配線をつないだりハンダ付けした
りして、ゆめホタル一鉢分が完成。点灯式イベント
では用意された他の「ゆめホタル」と共にゴスペル
や音楽に合わせて美しい光を放っていました。

友達と仲良くしてね

12月５日、人権週間（12/４～12/10）の啓発活
動が篠島保育園と篠島小学校で行われました。
篠島保育園では人権擁護委員さんらが手作り

の紙芝居「やさしいお友達」を上演。上演後、
委員さんが「友達と仲良くしてね」とお願いす
ると園児は「はーい」と大きな声で答えていま
した。
篠島小学校では３・４年生を対象に、いじめ

に関するビデオを見て、問題点などを話し合い
ました。委員さんが内容や問題点を児童に問い
かけると「いじめてはダメと声をかける」「仲良
くする」「あやまれて良かった」などたくさんの
意見が出ていました。委員さんからは、「ビデオ
の内容や話し合ったことを家族の方にも話して
ください」とお願いしていました。

内海に
巨大クリスマスツリー
12月２日、内海商工会青年部主催の「聖なる

ひかり2006」の点灯式が行われました。
点灯式イベントでは綿菓子とおでんの無料配
布が行われ、子どもらがおいしそうに食べてい
ました。
点灯式では代表の子どもらが「輝けみんなの
夢、メーリークリスマス」のかけ声で点灯。11m
の巨大ツリーが輝くと観客から歓声が上がり、
「美浜ゴスペルクワイヤー」の歌声にのせイル
ミネーションがきらめいていました（22ページ
写真下）。点灯は１月６日まで。



「尾州廻船内海船船主内田佐七家」
１月の公開について

日　　　時 １月21日（日）
午前10時～午後３時

問い合わせ 社会教育課（町総合体育館）
q６５－２８８０

「尾州廻船内海船船主内田佐七家」
１月の公開について

日　　　時 １月21日（日）
午前10時～午後３時

問い合わせ 社会教育課（町総合体育館）
q６５－２８８０
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知多半島は、大部分砂や粘土の地層からできていて
石材の産出が殆どないところです。わずかに半島先端
の美浜町・南知多町には、師崎層群から成る岩山が連
なり、それらの岩山は砂岩

さ が ん

や泥岩
でいがん

からできています。
師崎層群の泥岩はもろくて風化しやすく、石材には

適しません。一方砂岩の方は、いつの頃からか石材と
して用いられて来ました。同じ師崎層群の中にも沢山
の砂岩層があって、岩石の性質が少しずつ違います。
これらの性質の違いをうまく生かして利用していた

ようです。共通していえることは、石材としては軽く
てやわらかいことです。入手や運搬が容易な上、加工
しやすいということで一時はよく用いられました。

内海西端
にしばた

民家の石垣
内海西端は傾斜

地にできた街です。
砂岩で石垣を積み、
平地を造り出して、
その上に家を建て
ています。

豊浜初神

百々
どん ど

川の側壁
屋敷側の側壁には、

砂岩を積んだ石垣が
残っています。
内海川支流の利屋

と ぎ や

川にも多く見られま
す。

美浜町野間若松　

通称「お天王
てんのう

様」の石碑
砂岩の石碑は風化して欠

け落ち、何の碑
いしぶみ

だったか分
からなくなってしまいまし
た。墓石や道標

みちしるべ

に用いられ
たこともありますが、風化
に弱いため使われなくなり
ました。

この他、内海楠
くす

の久須
く す

神社には砂岩の石段が残って
います。家の礎石や土留めとしては、盛んに用いられま
した。かまどや炭焼窯に使われたこともあるそうです。
しかし、師崎層群の砂岩は風化に弱くて摩耗しやす

く、石材としてはやや強度不足のため、また工法の進
化もあって、現在は殆ど用いられておりません。
師崎層群の砂岩石材の中に、内海の「利屋石」や美

浜町野間の「内扇
う と げ

石」の名があります。利屋石につい
ては、大岩義昌氏が郷土研究誌「みなみ」80号掲載
「忘れられた文化財『利屋石』」に詳説しておられます。
この小文の各所に引用させて頂きました。

No.188

森　田　博　文

知多半島唯一の石材
━━ 師

もろ

崎
ざき

層
そう

群
ぐん

Ⅳ ━━ 綱引きは、誰でも手軽にできる単純ですが
奥の深い競技です。
友達どうし、クラブの仲間などチームワー
クを発揮して、みんなでチャレンジしてくだ
さい。
日　　時 平成19年２月４日（日）

開会式　午前９時
会　　場 町総合体育館
競技種目
１．中学生男子の部
（選手八人、体重制限なし）
２．中学生女子の部
（選手八人、体重制限なし）
３．小学生の部
（選手八人、性別・体重制限なし。ただし、
おおむね５・６年生とする。）
参加資格
町内の小中学校児童生徒で編成されたチーム
参 加 料 無料
表　　彰 各部とも上位入賞チームを表彰
申込方法
平成19年１月19日（金）までに社会教育課（町
総合体育館内q 6 5－2 8 8 0 ）へ申し込んで
ください。

第21回町民綱引き大会
参加チーム募集
第21回町民綱引き大会
参加チーム募集

「尾州廻船内海船船主内田佐七家」
１月の公開について

日　　　時 １月21日（日）
午前10時～午後３時

問い合わせ 社会教育課（町総合体育館）
q６５－２８８０

広報みなみちた１月15日号は
お休みします

o

O

o
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愛知県知事賞佳作●●
師崎小６年　奥村佳穂

愛知県知事賞佳作●●
師崎小５年　中村有希

愛知県知事賞佳作●●
内海小５年　松本奈見

協会長賞●●●●●●
師崎小６年　鈴垣　優

協会長賞●●●●●●●
内海小６年　田中夕紀子

消防長賞●●●●●●
師崎小５年　坂本卓也

町
内
の
各
小
学
校
５
・
６
年
生
で
結
成

さ
れ
て
い
る
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
の
ク
ラ
ブ

員
か
ら
ポ
ス
タ
ー
・
習
字
の
募
集
を
し
た

と
こ
ろ
多
数
の
力
作
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

知
多
南
部
消
防
組
合
防
火
作
品
展
を
実
施

し
、
そ
の
中
で
も
特
に
優
秀
だ
っ
た
作
品

を
、
愛
知
県
防
火
作
品
展
に
出
品
し
ま
し

た
。
審
査
の
結
果
次
の
作
品
が
選
ば
れ
ま

し
た
。

防
火
ポ
ス
タ
ー
・
習
字
の

優
秀
作
品
を
紹
介
し
ま
す

知
多
南
部
消
防
本
部
予
防
課

「
知
多
南
部
消
防
組
合

防
火
作
品
展
表
彰
」

応
募
総
数
・
ポ
ス
タ
ー
　
１
０
３
点

習
字
　
　
　
１
９
３
点

知
多
南
部
消
防
本
部
消
防
長
賞

（
ポ
ス
タ
ー
の
部
）

内
海
小
学
校
５
年
　
　
本
田
　
俊
輔

（
習
字
の
部
）

師
崎
小
学
校
５
年
　
　
坂
本
　
卓
也

知
多
南
部
危
険
物
安
全
協
会
長
賞

（
ポ
ス
タ
ー
の
部
）

内
海
小
学
校
６
年
　
　
田
中
夕
紀
子

（
習
字
の
部
）

師
崎
小
学
校
６
年
　
　
鈴
垣
　
　
優

「
愛
知
県
防
火
作
品
展
表
彰
」

応
募
総
数
・
ポ
ス
タ
ー
　
５，
０
１
７
点

習
字
　
　
１
２，
３
５
７
点

愛
知
県
知
事
賞
入
選
・
愛
知
県
危
険
物

安
全
協
会
連
合
会
長
賞

（
ポ
ス
タ
ー
６
年
の
部
）

内
海
小
学
校
６
年
　
　
大
岩
　
真
子

愛
知
県
知
事
賞
佳
作

（
ポ
ス
タ
ー
５
年
の
部
）

内
海
小
学
校
５
年
　
　
松
本
　
奈
見

（
習
字
５
年
の
部
）

師
崎
小
学
校
５
年
　
　
中
村
　
有
希

（
習
字
６
年
の
部
）

師
崎
小
学
校
６
年
　
　
奥
村
　
佳
穂

愛知県知事賞入選・
愛知県危険物安全協
会連合会長賞●●●
内海小６年　大岩真子

消防長賞●●●●●●
内海小５年　本田俊輔
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鈴木
すず き

涼凪
す ず な

ちゃん（日間賀島）
平成17年10月３日生まれ

（お父さん　良尚さん・お母さん　葉月さん）

北川
きたがわ

舞香
ま い か

ちゃん（日間賀島）
平成17年12月１日生まれ

（お父さん　林さん・お母さん　有希さん）

あ
て
先

〒
４
７
０
‐
３
４
９
５

(
住
所
不
要
）

南
知
多
町
役
場
企
画
情
報
課

「
ギ
ャ
ラ
リ
ー
み
な
み
ち
た
」
係

イ
ラ
ス
ト
や

写
真
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
！

満
一
歳�

井戸田
い ど た

大竪
だいじゅ

くん（日間賀島）
平成17年８月26日生まれ

（お父さん　哲也さん・お母さん　まどかさん）

初
神
楽
は
じ
ま
る
一
鼓
響
き
け
り

岸
田
　
幸
重

菊
提
げ
て
新
校
長
と
初
対
面

岸
田
　
泰
光

櫨
紅
葉
柞
黄
葉
の
雨
の
道

片
岡
　
探
雅

片
方
は
柿
の
木
に
掛
け
豆
の
　
架

小
島
　
祝
代

波
音
に
笹
鳴
き
ま
じ
る
岬
径

相
川
三
重
子

鴉
鳴
き
鳶
舞
う
空
や
み
か
ん
摘
む

木
原
　
林
子

汐
　
俳
　
句
　
会

趣趣
味味
のの
文文
芸芸俳

句
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日
本
に
お
け
る
狂
犬
病
予
防
注
射

頭
数
は
、
残
念
な
が
ら
50
％
以
下
だ

と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
犬
の
登
録

に
協
力
的
で
は
な
い
飼
い
主
も
多
い

の
で
、
実
態
把
握
さ
え
で
き
て
い
な

い
の
が
現
状
で
す
。

世
界
保
健
機
構
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
は
警

告
し
て
い
ま
す
。「
感
染
症
の
脅
威

に
対
し
て
安
全
な
国
は
世
界
に
ひ
と

つ
も
な
い
」
と
。
狂
犬
病
が
国
内
で

発
生
し
た
場
合
の
混
乱
は
、
狂
牛
病

の
比
で
は
な
い
は
ず
で
す
。

狂
犬
病
は
発
症
す
る
と
ほ
ぼ
100
％

死
亡
し
、
治
療
法
の
無
い
恐
ろ
し
い

人
畜
共
通
感
染
症
と
し
て
知
ら
れ
、

現
在
で
も
世
界
中
で
年
間
３
万
人
か

ら
５
万
人
（
６
万
人
と
の
説
も
あ
る
）

も
の
尊
い
命
を
奪
っ
て
い
ま
す
。
日

本
は
島
国
で
あ
る
こ
と
、
狂
犬
病
予

防
法
に
よ
る
徹
底
し
た
野
犬
対
策
な

ど
に
よ
り
、
１
９
５
７
年
以
後
患
者

の
発
生
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し

か
し
、
２
０
０
６
年
８
月
に
フ
ィ
リ

ピ
ン
で
犬
に
か
ま
れ
日
本
に
帰
国
後
、

11
月
に
狂
犬
病
を
発
症
し
死
亡
し
た

例
が
２
例
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

狂
犬
病
は
、
犬
か
ら
の
感
染
が
多

い
の
で
「
狂
犬
病
」
と
名
が
つ
い
て

い
ま
す
が
、
他
の
哺
乳
動
物
か
ら
も

感
染
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

ア
メ
リ
カ
で
は
ア
ラ
イ
グ
マ
や
ス
カ

ン
ク
、
コ
ウ
モ
リ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で

は
キ
ツ
ネ
、
ア
フ
リ
カ
で
は
イ
ヌ
、

ジ
ャ
ッ
カ
ル
や
マ
ン
グ
ー
ス
が
有
名

で
す
。
ネ
コ
や
馬
、
牛
な
ど
も
感
染

し
感
染
源
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
も
、
特
に
海
外
で
は

注
意
が
必
要
で
す
。
日
本
人
旅
行
者

は
、
犬
や
ね
こ
を
見
る
と
無
防
備
に

ふ
れ
よ
う
と
し
た
り
、
な
で
た
り
、

手
か
ら
直
接
え
さ
を
あ
げ
た
り
し
ま

す
。
む
や
み
に
、
野
犬
や
野
良
猫
、

野
生
動
物
に
は
手
を
出
さ
な
い
よ
う

に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

犬
の
前
で
急
に
逃
げ
た
り
す
る
こ
と

は
、
追
い
か
け
ら
れ
て
か
み
つ
か
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
急
な
動

き
は
し
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
狂
犬
病
予
防
注
射
を
実
施
し

て
い
る
か
判
断
で
き
な
い
た
め
、
海

外
で
は
飼
い
犬
で
あ
っ
て
も
決
し
て

安
心
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

狂
犬
病
の
発
生
状
況
に
つ
い
て
は
、

日
本
、
英
国
、
ス
カ
ン
ジ
ナ
ビ
ア
半

島
の
国
々
な
ど
一
部
の
地
域
を
除
い

て
、
全
世
界
に
分
布
し
て
お
り
、
２

０
０
４
年
の
年
間
死
亡
者
は
５
５，

０
０
０
人
（
う
ち
、
ア
ジ
ア
地
域
で

は
３
１，

０
０
０
人
の
死
者
）
と
推

計
さ
れ
て
い
ま
す
。（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）

平
成
18
年
11
月
16
日
現
在
、
厚
生

労
働
省
が
狂
犬
病
の
発
生
し
て
い
な

い
地
域
と
し
て
い
る
の
は
左
記
の
地

域
で
す
。

日
本
に
再
び
狂
犬
病
が

蔓
延
す
る
危
険
性
は
な
い
の
か
？

国
際
交
流
の
盛
ん
な
こ
の
時
代
に
、

日
本
国
内
で
狂
犬
病
が
流
行
し
て
い

な
い
事
は
奇
跡
に
近
い
事
だ
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
結
論
か
ら
言
う
と
、

狂
犬
病
が
国
内
で
蔓
延
す
る
可
能
性

は
充
分
に
あ
る
と
言
え
ま
す
。
狂
犬

病
ウ
イ
ル
ス
が
日
本
に
持
ち
込
ま
れ

る
可
能
性
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
は
、

今
回
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
の
事
例
の
よ

う
に
、
①
海
外
で
狂
犬
病
罹
患
動
物

に
咬
ま
れ
帰
国
し
た
人
が
発
症
す
る

場
合
、
②
海
外
か
ら
輸
入
ま
た
は
密

輸
さ
れ
た
動
物
が
発
症
す
る
場
合
が

考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
に
対
し
て
、
①
の
事
例
に
つ

い
て
、
厚
生
労
働
省
は
狂
犬
病
流
行

地
域
へ
の
渡
航
者
へ
周
知
と
し
て
、

「
渡
航
中
に
動
物
と
不
用
意
に
触
れ

あ
わ
な
い
こ
と
。」「
万
が
一
渡
航
中

に
流
行
地
域
で
犬
等
に
咬
ま
れ
た
場

合
に
は
現
地
医
療
機
関
を
受
診
す
る

こ
と
。」「
現
地
医
療
機
関
へ
の
受
診

の
有
無
に
関
わ
ら
ず
帰
国
時
に
検
疫

所
（
健
康
相
談
室
）
に
相
談
す
る
こ

と
。」「
特
に
発
生
の
多
い
地
域
へ
の

渡
航
者
に
つ
い
て
は
、
希
望
に
応
じ

て
あ
ら
か
じ
め
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
行

う
こ
と
。」
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

②
の
事
例
に
つ
い
て
は
、
国
内
に

持
ち
こ
ま
れ
る
動
物
に
つ
い
て
充
分

な
検
疫
を
行
う
こ
と
で
狂
犬
病
の
流

行
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
法

的
に
検
疫
を
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る

動
物
に
も
関
わ
ら
ず
、
こ
れ
ら
の
動

物
が
密
輸
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
狂
犬

病
ウ
イ
ル
ス
を
持
ち
込
む
可
能
性
が

あ
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

日
本
で
狂
犬
病
の
流
行
を

阻
止
す
る
た
め
に
は
・
・
・
。

狂
犬
病
ウ
イ
ル
ス
が
日
本
に
持
ち

込
ま
れ
る
可
能
性
を
否
定
で
き
な
い

以
上
、
狂
犬
病
蔓
延
予
防
の
最
善
の

方
法
は
、
日
本
国
内
の
全
て
の
犬
に

年
１
回
の
狂
犬
病
予
防
注
射
を
実
施

す
る
こ
と
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

狂
犬
病
が
世
界
中
で
撲
滅
さ
れ
て
い

な
い
以
上
、
日
本
で
も
狂
犬
病
蔓
延

の
危
険
性
が
無
く
な
っ
た
訳
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
愛
犬
が
狂
犬
病
を
発
症

し
て
し
ま
っ
た
場
合
、
一
番
に
被
害

者
と
な
る
の
は
犬
の
飼
い
主
ま
た
は

大
切
な
家
族
で
す
。
年
１
回
の
狂
犬

病
予
防
注
射
は
愛
犬
家
の
務
め
、
狂

犬
病
が
蔓
延
し
な
い
た
め
の
保
険
と

お
考
え
く
だ
さ
い
。

台

湾

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

グ

ア

ム

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

フ

ィ

ジ

ー

ハ

ワ

イ

諸

島

ア
イ
ス
ラ
ン
ド

ア
イ
ル
ラ
ン
ド

英

国

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

ノ

ル

ウ

ェ

ー

日

本

狂
犬
病
の
発
生
が
な
い
地
域

福
祉
環
境
課（
内
線
１
２
６)

今
回
の
環
境
特
集
で
は
、
狂
犬
病
予
防
注
射
の
重
要
性
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す 狂

犬
病
予
防
注
射
の
重
要
性
を

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

狂
犬
病
予
防
注
射
の
重
要
性
を

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

環 境
特 集
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家庭粗大ごみ収集 家庭粗大ごみ収集を、次のとおり実施します

☆燃える粗大ごみ
サイズ　　幅150㎝　長さ180㎝以下のもの
①木製家具類（たんす・机・いす等）
②たたみ・ふとん・座布団
③樹木・木材（太さ15㎝　長さ150㎝以下のもの）
④戸　等

☆燃えない粗大ごみ
サイズ　　たて180㎝　よこ140㎝　厚み100㎝以下のもの
①スチール製品
②家電製品（大型製品およびテレビ・冷蔵庫・冷凍庫・洗濯機・エアコン・パソコンを除く）
③自転車等

①商売等事業活動により発生したもの（事業系ごみ）
②テレビ・冷蔵庫・冷凍庫・洗濯機・エアコン・パソコン
③農業関連機器（脱穀機等）・漁業関連機器・自動車関連機器
④バッテリー・タイヤ・バイク・消火器
⑤分別収集で回収するもの（びん・カン・陶磁器類・衣類・なべ等）
⑥家の改修・改築・取り壊しによる木材・かわら・壁土等

収集できるもの

収集できない(出してはいけない)もの

◆ ルールは必ず守ってください◆

家庭粗大ごみを早急に処理したい場合は
知多南部クリーンセンター（q62－0402）に電話のうえ、直接搬入
してください。家庭粗大ごみは、無料です。

・決められた収集時間に出してください。（前日からの排出は、絶対やめてください）

・決められた場所に出してください。（可燃ごみ集積所には、絶対出さないでください）

・家庭用以外（事業系）のごみは、絶対出さないでください。（事業者のごみ
は、直接、知多南部クリーンセンターへ搬入してください）

・不法投棄は犯罪です。むやみにごみを捨てる行為は、法律により罰せら
れることがあります。絶対しないでください。

日　　時
収集場所

収集場所位置図�

粗大ごみ収集場所�

篠島サービス�
　　センター�

日　　時
収集場所

収集場所位置図�

粗大ごみ収集場所�

日間賀島�
サービスセンター�

日 間 賀�
小 学 校 �
体 育 館 �

２月13日(火)午前7時～8時15分
篠島（サービスセンター前）

２月９日(金)午前８時～９時
日間賀島（サービスセンター横西側空地）

実施地区

内 海 地 区豊 浜

日間賀島地区

篠 島 地 区

山 海
豊 丘
大 井 地 区
片 名
師 崎

収集時間

午前８時～
午前９時

午前７時30分～
午前８時15分

午前７時～
午前８時

分別収集日

２月６日（火）
２月20日（火）

２月14日（水）
２月28日（水）

２月６日（火）
２月20日（火）

２月１日（木）
２月15日（木）

決められた時間に各地区指定の分別収集会場
（リサイクルステーション）へお出しください。

資源ごみ・不燃ごみの分別
収集のお知らせ　 (２月)

※ふとん等の粗大ごみは、収集しませんので、絶対
出さないでください。
問い合わせ　福祉環境課（内線125）

日　　時
収集場所

乙方�
豊丘小学校�

農協山田�
出張所�

粗大ごみ収集場所�

池�

町運動�
公園�

長寿寺�

本郷�
山
田�

収集場所位置図�

２月９日(金)午前７時～11時
豊丘（運動公園南側駐車場）

「はたちの献血」キャンペーン
今年新たに「20歳（はたち）」となる方を中心に、
広く皆さんにご協力いただくため、「はたちの献血」
キャンペーン（１月１日～２月28日）が全国一斉に
展開されます。
これから少子高齢化社会が進む中、血液製剤を必
要とする高齢者が増加する一方で、献血のできる若
い人たちが減少するため、深刻な医療用血液の不足
が予想されます。
ぜひ、この機会に、はたちの皆さんの善意の献血
をお願いします。
また、輸血を受ける患者さんの副作用をより少な
くするためにも、「成分献血」と「400ミリリットル
献血」にご協力ください。
献血についてのお問い合わせ
愛知県半田保健所美浜支所
q 8 2－ 0 0 7 8
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歯の健康に関して心がけていることはなんです
か？
歯みがきをしっかりすることと毎日５、６回
うがいをして歯や口の中をきれいにするように
心がけています。
うがいは、風邪の予防にもなっていて、ここ
数年風邪をひいていません。
また、好き嫌いなく、何でも食べて、特に、
カルシウムの多い食べ物は毎日食べるようにし
ています。今でも、かたい食べ物を好んで食べ
ています。
子どもの頃から、小魚等をよく食べていたの
が、良かったのかなと思っています。

歯その他に心がけていることはありますか？
毎日畑に行って、２～３時間畑仕事をしてい
ます。万歩計を付けてみたら、１日7000歩～
8000歩歩いていました。
朝６時に起きて、夜は９時頃には寝て、早寝
早起きの生活をしています。

家田さんは、このような健康的な生活を特に
気をつけてということではなく、自然に続けて
きたそうです。

家田さんはお話を伺って、歯の健康を保つた
めには、バランスの取れた食事と運動を続けて、
体の健康を保つことが大切ということを感じま
した。

※８０２０運動
「健康の基本は歯の健康にある」ということか
ら、「８０歳になっても２０本以上自分の歯を
保とう」という運動です。

No.226

健康づくりに頑張っている

あの人にインタビュー
今回は、８０２０歯のコンクールで表彰
された、家田政男さんに健康について心が
けていることなどお話を聞きました。

プロフィール

家田政男さん

80歳　豊浜在住

現在、自分の歯が
27本残っています。

このまちで 夢と元気と生きがいづくり
「けんこう南知多プラン」推進中

ガ
ス
に
よ
る
死
亡
事
故
の
大
半
は
、

ガ
ス
機
器
か
ら
発
生
し
た
排
気
に
含

ま
れ
て
い
る
一
酸
化
炭
素
に
よ
る
も

の
で
す
。
一
酸
化
炭
素
は
毒
性
が
強

く
、
わ
ず
か
な
量
で
も
死
に
至
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
が
、
日
頃
か
ら
の
注

意
に
よ
り
、
事
故
を
防
ぐ
こ
と
も
で

き
ま
す
。

●
ガ
ス
機
器
を
ご
使
用
の
際
は
、「
換

気
扇
を
ま
わ
す
」「
窓
を
開
け
る
」
な

ど
、
換
気
に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

ガ
ス
が
燃
え
る
に
は
、
外
か
ら
の

空
気
が
必
要
で
す
。

換
気
を
し
な
い
場
合
、
一
酸
化
炭

素
中
毒
に
よ
り
死
に
至
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。

換
気
不
足
に
よ
り
、
最
近
10
年
間

で
、
死
亡
事
故
を
含
む
64
件
の
事
故

が
発
生
し
て
い
ま
す
。

●
煙
突
（
排
気
筒
）
の
つ
い
た
ガ
ス

機
器
を
ご
使
用
の
場
合
、
煙
突
が
外

れ
る
こ
と
に
よ
り
、
死
亡
事
故
に
至

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

一
酸
化
炭
素
を
含
ん
だ
排
気
が
漏

れ
て
、
中
毒
に
よ
り
死
に
至
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

煙
突
の
は
ず
れ
な
ど
に
よ
り
、
最

近
10
年
間
で
、
死
亡
事
故
を
含
む
26

件
の
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

煙
突
が
は
ず
れ
て
い
な
い
か
な
ど
、

日
頃
か
ら
ご
自
身
で
確
認
し
ま
し
ょ

う
。

・
外
れ
て
い
な
い
か

・
穴
が
空
い
て
い
な
い
か

・
グ
ラ
グ
ラ
動
か
な
い
か

・
鳥
の
巣
や
落
葉
な
ど
で
詰
ま
っ
て

い
な
い
か

・
強
風
や
大
雪
の
あ
と
は
、
は
ず
れ
、

壊
れ
が
な
い
か

●
屋
外
設
置
式
の
ガ
ス
機
器
で
あ
れ

ば
、
一
酸
化
炭
素
中
毒
に
よ
る
死
亡

事
故
を
予
防
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

屋
外
設
置
式
の
ガ
ス
機
器
や
安
全

機
能
（
不
完
全
燃
焼
防
止
機
能
）
が

付
い
て
い
る
ガ
ス
機
器
で
あ
れ
ば
、

一
酸
化
炭
素
中
毒
に
よ
る
死
亡
事
故

を
予
防
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、

取
替
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
メ
ー
カ
ー
ま
た
は
ご

利
用
の
ガ
ス
会
社
・
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
販
売

店
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
ガ
ス
警
報
機
を
設
置
す
る

と
事
故
防
止
に
よ
り
効
果
的
で
す
。

経
済
産
業
省

原
子
力
安
全
・
保
安
院

http:///w
w
w
.m
eti.go.jp/

〜
ガ
ス
を
ご
利
用
の
皆
様
へ
〜

ガ
ス
事
故
を
防
ぐ
た
め
の
注
意
事
項

〜
ガ
ス
を
ご
利
用
の
皆
様
へ
〜

ガ
ス
事
故
を
防
ぐ
た
め
の
注
意
事
項
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当 番 日 当　番　医 診療科目 電話番号
１月１日(月) 岩田医院（内海） 内科・小児科 62 -0143

２日(火) 新美医院（布土） 眼科 82 -0223

３日(水) （医）浜田整形外科・内科クリニック（古布） 整形外科・内科 82 -5511

７日(日) 白井医院（師崎） 内科 63 -0029

８日(月) （医）共生会 南知多病院（豊丘） 内科 65 -1111

14日(日) （医）浜田整形外科・内科クリニック（古布） 整形外科・内科 82 -5511

21日(日) 大岩医院（内海） 内科・外科 62 -0138

28日(日) （医）顕心会 辻医院（河和）内科・小児科 82 -0106

２月４日(日) （医）上床医院（豊浜） 内科・小児科 65 -0604

11日(日) （医）浜田整形外科・内科クリニック（古布） 整形外科・内科 82 -5511

12日(月) （医）大岩医院（豊浜） 内科・小児科 65 -0184

健康なんでも相談
血圧測定や健診の結果についての説明、子どもの
相談など、赤ちゃんから大人までの健康に関する相
談日です。
また、母子健康手帳も発行します。お気軽にご利
用ください。
日　時 １月16日（火）

午前９時30分～10時30分
場　所 保健センター

情報　保健センター q 65-0711

乳幼児の健康診査（２月）

健　　診

３か月児健康診査 平成18年10月生まれ
２月９日（金）
午後1時～1時30分

２月23日（金）
午後1時～1時30分

２月20日（火）
午後1時～1時30分

平成17年８月生まれ

平成16年２月生まれ

１ 歳 ６ か 月 児
健 康 診 査

３歳児健康診査

対　　象 月日・受付時間

※場所はいずれも保健センターです。３か月児健康診査
において、離乳食についてのお話もあります。

■日程

●平成18年10月生まれの子
●平成18年９月生まれの未実施者

２月６日（火） 保健センター

月 日 場　　所時　　　　間

午後1時30分～１時50分

ＢＣＧ接種

■日程

対象者

※ＢＣＧ接種は、生後６か月に達するまでに済ませるよ
うにしましょう。（生後６か月を過ぎると公費による接種
はできませんのでご了承ください。）

●１期初回 平成18年５月～平成18年７月生まれの子
●１期追加 １期初回終了後おおむね１年を経過した子
●７歳半未満の未実施者

百日せき・ジフテリア・破傷風混合予防接種

■日程

対象者

２月７日（水） 保健センター

月 日 場　　所時　　　　間

午後１時30分～２時

２月16日（金） 保健センター午後１時30分～２時

休日急病当番医

●受付時間　午前９時～正午

●急病以外の診療、往診はでき
ません。

●都合により変更になる場合も
あります。

１月・２月の

◆精神保健福祉相談（予約制）
２月８日（木））・22日（木）
午後１時～３時
○ひきこもり相談窓口を22日（木）に開催しています。
◆歯科相談（予約制）
２月20日（火）
午前９時30分～11時
◆エイズ・Ｃ型肝炎検査
２月６日（火）））・20日（火）
午前10時～11時

※時間は、受付時間です。
詳しくは半田保健所美浜支所まで
q 82－0078

半田保健所美浜支所健康相談（２月）

フッ素塗布のお知らせ
◇２歳・２歳６か月のお子さんを対象にフッ素塗布
を行います。
日　時 ２月１日（木） 午前９時～11時
場　所 保健センター
対　象 平成16年７月・８月生まれ、平成17年１月・

２月生まれの幼児（対象のお子さんには個
人通知します）

内　容 フッ素塗布、歯科健診、ブラッシング指導
持ち物 母子健康手帳・歯ブラシ・タオル・コップ
※当日来られない方は、保健センターまで連絡して
ください。
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町税の休日収納窓口を開設します
開　設　日　１月14日 日曜日

開 設 時 間　午前９時～正午

開 設 場 所　役場本庁１階　税務課窓口

問い合わせ　税務課徴収係
q65－0711 内線143・144

〈
豊
浜
〉

日
時

２
月
15
日（
木
）午
後
２
時
〜

４
時

会
場

町
公
民
館

相
談
員

民
生
委
員
・
行
政
相
談
委

員
・
弁
護
士

〈
篠
島
〉

日
時

２
月
23
日（
金
）午
後
２
時
〜

４
時

会
場

篠
島
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

相
談
員

人
権
擁
護
委
員
・
行
政
相

談
委
員
・
弁
護
士

※
弁
護
士
と
の
相
談
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
事
前
に
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

（
先
着
４
名
ま
で
）

職
種

町
民
会
館（
内
海
）夜
間
管
理
人

受
付
期
間

１
月
４
日（
木
）〜
16
日（
火
）

そ
の
他

応
募
方
法
な
ど
詳
細
に
つ
い
て
は
、

左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
社
会
教
育
課
（
町
総

合
体
育
館
）（
電
話
可
）

南
知
多
町
女
性
団
体
連
絡
協
議
会

が
下
記
の
と
お
り
講
演
会
を
開
催
い

た
し
ま
す
。

講
師
の
福
和
先
生
は
、
来
る
べ
き

東
海
地
震
・
東
南
海
地
震
等
で
の
地

域
防
災
研
究
を
主
に
行
っ
て
い
ま
す
。

防
災
意
識
啓
発
、
防
災
教
育
や
地

域
協
働
を
通
し
た
「
ヒ
ト
」
作
り
の

実
践
、「
社
会
の
人
た
ち
と
連
携
し

た
楽
し
い
防
災
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
活

躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

女
性
の
会
で
す
が
、
男
性
の
方
も

歓
迎
い
た
し
ま
す
。

日
時

２
月
１
日（
木
）午
後
１
時
30

分
〜
３
時
30
分

会
場

町
総
合
体
育
館
サ
ブ
ア
リ
ー

ナ演
題

「
地
域
防
災
に
つ
い
て
」

講
師

名
古
屋
大
学
　
福
和
伸
夫
先

生
（
都
市
環
境
学
教
授
）

参
加
費

無
料

問
い
合
わ
せ

社
会
教
育
課
（
町
総

合
体
育
館
内
）

放
送
大
学
は
、
放
送
メ
デ
ィ
ア
で

授
業
を
行
う
通
信
制
大
学
で
す
。
生

涯
学
習
と
し
て
働
き
な
が
ら
等
、
幅

広
い
年
代
の
方
が
学
ん
で
い
ま
す
。

希
望
す
る
１
科
目
か
ら
、
自
宅
で
学

べ
ま
す
。
入
学
試
験
は
あ
り
ま
せ
ん
。

募
集
学
生
の
種
類

●
教
養
学
部

全
科
履
修
生
（
卒
業
を
目
指
す
）

選
科
履
修
生
（
１
年
間
在
学
）

科
目
履
修
生
（
６
ヶ
月
在
学
）

●
大
学
院

修
士
選
科
生
（
１
年
間
在
学
）

修
士
科
目
生
（
６
ヶ
月
在
学
）

受
付
期
間
　
平
成
19
年
２
月
28
日
ま
で

授
業
料
（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

教
養
学
部
　
１
科
目
（
２
単
位
）

１
１，

０
０
０
円

大
学
院
　
　
１
科
目
（
２
単
位
）

２
２，

０
０
０
円

資
料
請
求（
無
料
）・
問
い
合
わ
せ

放
送
大
学
愛
知
学
習
セ
ン
タ
ー

〒
４
６
６
‐
０
８
２
５
　
名
古
屋
市

昭
和
区
八
事
本
町
１
０
１
‐
２

q
０
５
２
‐
８
３
１
‐
１
７
７
１

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の
資
料
請
求
先

h
ttp://w

w
w
.u
-air.ac.jp/

知
多
南
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で

は
次
の
教
室
の
参
加
者
を
募
集
し
ま

す
。

ガ
ラ
ス
絵
教
室

日
時

１
月
24
日（
水
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場
所

知
多
南
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ

ー
　
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

参
加
費

１，

０
０
０
円
（
材
料
代
）

定
員

12
名
程
度
（
先
着
順
）

申
込
方
法

知
多
南
部
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

平
成
19
年
度
南
知
多
町

臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す

社
会
教
育
課

q
６
５
‐
２
８
８
０

町
政
に
関
す
る
ご
意
見
お
問
い
合
わ
せ
は
役
場
へ

q

６
５
‐
０
７
１
１
（
代
表
）

Ｆ
Ａ
Ｘ

６

５

‐

０

６

９

４

メ
ー
ル

m
inam

ichita@
tow
n.m
inam

ichita.lg.jp
お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

放
送
大
学
４
月
入
学
生

募
集

社
会
教
育
課

q
６
５
‐
２
８
８
０

困
り
ご
と
相
談

(

豊
浜
・
篠
島)

町
社
会
福
祉
協
議
会

q
６
５
‐
２
６
８
７

１月 の 納 税
◆国民健康保険税………第 ７ 期 分
◆納　 期 限………１月31日(水)
口座振替制度ご利用の方は、指定された金融機関の口座から
引き落としいたしますので預金残高の確認をお願いします。

「 町税は便利な口座振替で 」
たばこは町内で買いましょう

女
性
の
つ
ど
い
講
演
会

社
会
教
育
課

q
６
５
‐
２
８
８
０

リ
サ
イ
ク
ル
教
室
の

参
加
者
募
集

知
多
南
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

q
６
２
‐
０
４
０
２
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Information 役場q65-0711

●
森
林
資
源
保
護
の
た
め
に

・
門
松
用
代
紙
　
　
１
万
４
千
700
枚

知
多
信
用
金
庫

（
敬
称
略
）

◆
第
20
回
日
本
拳
法
中
部
総
合
大
会

（
11
／
19
・
千
種
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ

ー
）

●
小
学
４
年
女
子
の
部
（
20
名
）

３
　
位
　
河
野
　
瑞
希
（
大
井
小
）

●
小
学
６
年
男
子
の
部
（
44
名
）

３
　
位
　
河
野
　
卓
弥
（
大
井
小
）

●
中
学
２
年
女
子
の
部
（
12
名
）

優
　
勝
　
都
築
　
あ
り
さ
（
師
崎
中
）

新
入
学
、
転
編
入
学
お
よ
び
特
科

（
聴
講
生
）
の
募
集
を
し
ま
す
。

募
集
人
員

普
通
科
　
約
280
人

応
募
資
格

・
中
学
校
を
卒
業
し
た
人
、
今
春
中

学
校
を
卒
業
見
込
み
の
人
ま
た
は
中

学
校
卒
業
と
同
等
以
上
の
学
力
が
あ

る
と
認
め
ら
れ
る
人
等

・
転
編
入
学
は
、
高
等
学
校
で
一
部

単
位
を
修
得
し
た
人

出
願
期
間

・
新
入
学
の
前
期
選
抜
は
３
月
２
日

〜
３
月
５
日
、
後
期
選
抜
は
３
月
26

日
〜
３
月
30
日
（
土
・
日
曜
含
む
）

・
転
編
入
学
、
特
科
は
３
月
15
日
〜

３
月
20
日
ま
で
（
土
・
日
曜
除
く
）

選
抜
日

・
新
入
学
の
前
期
選
抜
は
３
月
11
日

後
期
選
抜
は
４
月
１
日

・
転
編
入
学
は
３
月
25
日

選
抜
方
法

・
新
入
学
は
書
類
審
査
、
作
文
お
よ

び
面
接

・
転
編
入
学
は
書
類
審
査
、
学
力
検

査
お
よ
び
面
接

・
特
科
は
書
類
審
査

願
書
交
付

新
入
学
は
２
月
１
日
か
ら
、
転
編

入
学
お
よ
び
特
科
は
２
月
22
日
か
ら

出
願
場
所
お
よ
び
問
い
合
わ
せ

刈
谷
東
高
校
　
〒
４
４
８
‐
８
６
５
３

刈
谷
市
半
城
土
町
三
ツ
又
20

q
０
５
６
６
‐
２
１
‐
３
３
４
９

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp://w

w
w
.k
ariy

ah
ig
ash
i-

h
.aich

i-c.ed.jp

（
閲
覧
の
み
）

県
で
は
、
消
費
者
を
と
り
ま
く

様
々
な
問
題
に
対
応
す
る
た
め
、
消

費
生
活
モ
ニ
タ
ー
と
し
て
消
費
者
行

政
の
推
進
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方

を
募
集
し
ま
す
。

モ
ニ
タ
ー
の
主
な
仕
事

①
危
険
な
商
品
、
不
当
な
取
引
や
表

示
、
生
活
必
需
品
の
需
給
・
価
格
動

向
な
ど
の
監
視
・
通
報

②
消
費
生
活
に
関
す
る
調
査
、
ア
ン

ケ
ー
ト
の
回
答
（
年
五
回
程
度
）

③
モ
ニ
タ
ー
研
修
会
（
年
一
回
の
予

定
）
へ
の
出
席
　
な
ど

応
募
資
格

県
内
に
お
住
ま
い
の
満

20
歳
以
上
の
方

任
期

４
月
の
依
頼
日
か
ら
平
成
20

年
３
月
末
日
ま
で

謝
礼

年
額
７
千
円
（
予
定
）

募
集
期
間

１
月
29
日（
月
）〜
２
月

14
日（
水
）（
消
印
有
効
）

応
募
方
法

各
県
民
生
活
プ
ラ
ザ
、

役
場
で
配
付
す
る
所
定
の
応
募
用
紙

に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
上
、
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
応
募
用
紙
は
県

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

愛
知
県
県
民
生
活
課

q
０
５
２
‐
９
５
４
‐
６
１
６
３

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
５
２
‐
９
７
２
‐
６
０
０
１

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.pref.aichi.jp/ken

m
in/shohiseikatsu/m

onitor/

知
多
県
民
生
活
プ
ラ
ザ

q
２
３
‐
３
９
０
０

近
年
、
愛
知
県
内
で
は
、
都
市
部

を
中
心
と
し
て
、
道
路
・
公
園
・
漁

港
内
等
に
年
間
４
千
か
ら
５
千
台
の

自
動
車
が
放
置
さ
れ
て
お
り
、
道
路

交
通
上
の
障
害
や
環
境
保
全
上
の
問

題
が
生
じ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
17
年
１
月
に
「
使
用

済
自
動
車
の
再
資
源
化
等
に
関
す
る

法
律
（
自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
法
）」

が
完
全
施
行
さ
れ
、
施
行
日
以
前
に

販
売
さ
れ
た
自
動
車
に
つ
い
て
は
、

車
検
を
受
け
る
ま
で
は
廃
棄
時
に
リ

サ
イ
ク
ル
料
金
の
支
払
い
が
必
要
と

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
新
た
な
放

置
自
動
車
の
発
生
が
懸
念
さ
れ
て
い

ま
す
。
不
要
と
な
っ
た
自
動
車
は
路

上
等
に
放
置
す
る
こ
と
な
く
、
適
切

に
処
理
し
ま
し
ょ
う
。

全
国
読
書
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
愛
知

大
会
で
南
知
多
町
の
読
み
聞
か
せ
グ

ル
ー
プ
「
ラ
ン
プ
の
会
」（
代
表

門
脇
久
美
子
さ
ん
）
が
新
美
南
吉
の

「
ご
ん
ぎ
つ
ね
」（
人
形
劇
）
な
ど
を

上
演
し
ま
す
。
み
な
さ
ん
是
非
、
見

に
来
て
く
だ
さ
い
。

ほ
か
に
も
、
展
示
や
講
座
、
絵
本

と
ふ
れ
あ
う
コ
ー
ナ
ー
な
ど
も
あ
り

ま
す
。

上
演
日
時

平
成
19
年
１
月
13
日（
土
）

午
前
11
時
〜
11
時
40
分

場
所

ウ
ィ
ル
愛
知
・
第
４
会
議
室

（
名
古
屋
市
東
区
上
竪
杉
町
１
）

そ
の
他

詳
し
く
は
町
総
合
体
育
館

ま
た
は
役
場
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
あ
る
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

報
告「ラ

ン
プ
の
会
」
は
、
平
成
18
年
10

月
24
日（
火
）第
54
回
愛
知
県
社
会
福

祉
大
会
に
お
い
て
社
会
福
祉
法
人
愛

知
県
社
会
福
祉
協
議
会
（
会
長
　
鈴

木
礼
治
）
よ
り
感
謝
状
を
贈
呈
さ
れ

ま
し
た
。

寄
　
　
　
　
　
　
　
贈

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

ス
ポ
ー
ツ
大
会
結
果

社
会
教
育
課

q
６
５
‐
２
８
８
０

平
成
19
年
度
県
立
刈
谷
東
高
等

学
校
通
信
制
課
程
の
生
徒
募
集

学
校
教
育
課

(

内
線
３
２
２)

愛
知
県
消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー

を
募
集
し
ま
す

商
工
観
光
課

(

内
線
２
７
３)

放
置
自
動
車
は

社
会
の
迷
惑

福
祉
環
境
課

(

内
線
１
２
６)

街
の
景
観
を
損
な
う

放
置
自
動
車
を

追
放
し
ま
し
ょ
う

全
国
読
書
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
愛
知

大
会
で
上
演
（
ラ
ン
プ
の
会
）

社
会
教
育
課

q
６
５
‐
２
８
８
０
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問
い
合
わ
せ

日
間
賀
島
ジ
ョ
ギ
ン
グ
大
会
事
務

局
（
社
会
教
育
課
内
）

q
６
５
‐
２
８
８
０

コ
ー
ス

■
Ａ
10
㎞
（
島
２
周
）

200
人

■
Ｂ
５
㎞
（
島
１
周
）

400
人

■
Ｃ
５
㎞
（
ウ
ォ
ー
ク
）

600
人

■
Ｄ
２
㎞
（
島
半
周
）

300
人

参
加
資
格

健
康
に
自
信
の
あ
る
方

な
ら
だ
れ
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

（
小
学
生
以
下
は
保
護
者
ま
た
は
責

任
者
が
会
場
ま
で
引
率
し
て
く
だ
さ

い
）

参
加
費

800
円
（
中
学
生
以
下
300
円
）

申
込
方
法

所
定
の
払
込
取
扱
票
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
最
寄
り
の
郵

便
局
で
振
り
込
む
か
、
参
加
料
を
添

え
て
直
接
大
会
事
務
局
へ
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切

２
月
10
日（
土
）必
着

参
加
賞

参
加
者
全
員
に
参
加
賞
を

お
渡
し
し
ま
す
。

そ
の
他

・
大
会
開
催
中
の
事
故
な
ど
に
つ
い

て
は
応
急
処
置
は
し
ま
す
が
、
そ
の

後
の
責
任
は
負
い
ま
せ
ん
。

春
の

日
間
賀
島

の
ん
び
り
と
‥
の
ど
か
に
‥

第
25
回
日
間
賀
島

さ
わ
や
か
ジ
ョ
ギ
ン
グ
大
会

参
加
者
募
集

と　き ３月25日(日)〈雨天決行〉
午前　10時開会
(受付午前９時～)

ところ 日間賀小学校グランド
主　催 日間賀島さわやかジョギング大会実行委員会

中日新聞社

自己ベストをめざすもよし�
　のんびりウォーキングもOK!

スタート＆ゴール�

5km�
1周後�
ゴールへ�

10km�
2周後�
ゴールへ�

A(10㎞)右折�

B・C(５㎞)右折�

D(２㎞)右折�

久渕港�

新井浜港�

西港�
高速船�
のりば�(　　) 東港�

(高速船のりば)

信号機�

旧漁協�

給水所�

日間賀島資料館�

日
間
賀
小
学
校�

サンライズビーチ�

サンセットビーチ�
コンビニ�

豊 浜
師 崎
篠 島
日間賀島

計

男 女 計 世帯数
内 海

区分
地区

人口と世帯数(住民基本台帳) 平成18年11月末現在

( )内は対前月比

2 ,889 人 3,028 人 5 ,917 人 2 ,011世帯

3 ,022 人 3,298 人 6 ,320 人 2,019世帯

2 ,659 人 2,756 人 5 ,415 人 1,767世帯

995 人 988 人 1 ,983 人 624世帯

1 ,112 人 1,167 人 2 ,279 人 651世帯

10,677 人
（－19）

11,237 人
（－22）

21 ,914 人
（－41）

7,072 人
（－2）

町内の火災・救急・交通事故(18年11月)

▲
　
▲
　
　
▲
▲
▲

火災・救急
火災件数 0件 ( 17件)〈 ＋5件〉
うち建物 0件 ( 10件)〈 ＋2件〉
救急件数 63件 ( 874件)〈 ＋50件〉
うち急病 48件 ( 575件)〈 ＋55件〉
交通事故
件　　数 3件 ( 78件)〈 －16件〉
死　　者 0名 ( 1名)〈 ＋1名〉
重軽傷者 4名 ( 101名)〈 －14名〉

※( )内は今年の累計
〈 〉内は前年同期との比較

平成19年交通安全県民運動
取組重点

● 高齢者の交通事故防止
● 飲酒運転の撲滅
● 自転車の交通事故防止
● シートベルト、チャイ
ルドシートの正しい着
用の徹底
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１
日
　
消
防
団
出
初
式

９
日
　
成
人
式

22
・
23
日
　
左
義
長
サ
ミ
ッ
ト

５
日
　
綱
引
き
大
会

７
日
　
中
学
校
卒
業
式

20
日
　
小
学
校
卒
業
式

篠
島
小
学
校
東
山
校
舎
お
別

れ
式

25
日
　
消
防
団
観
閲
式

26
日
　
第
24
回
日
間
賀
島
さ
わ
や
か

ジ
ョ
ギ
ン
グ
大
会

６
日
　
小
学
校
入
学
式

篠
島
小
学
校
南
風
崎
校
舎
開

校
式

７
日
　
中
学
校
入
学
式

13
日
　
サ
イ
ク
ル
パ
ラ
ダ
イ
ス

21
日
　
芸
能
祭

１
日
　
町
制
45
周
年
記
念
式
典

24
日
　
相
撲
大
会

25
日
　
浜
開
き
式

７
日
　
町
　
中
部
国
際
空
港
直
行
シ

ャ
ト
ル
バ
ス
運
行

〜（
19
年

１
月
３
日
）

22
日
　
愛
知
県
消
防
操
法
大
会
に
第

８
分
団
（
大
井
）
が
出
場

12
・
13
日
　
青
年
漁
業
者
と
の
交
流

会
in
南
知
多
豊
浜

13
・
15
日
　
豊
浜
太
鼓
打
ち
着
物
展

22
日
　
走
る
町
政
教
室

29
日
　
第
１
回
ビ
ー
チ
ド
ッ
チ
ボ
ー

ル
日
間
賀
ア
イ
ラ
ド
杯

２
日
　
愛
知
県
・
南
知
多
町
総
合
防

災
訓
練

10
日
　
消
防
団
操
法
大
会

12
・
13
・
18
日
　
敬
老
会
・
敬
老
ま

つ
り

27
日
　
豊
浜
小
学
校
北
校
舎
建
設
工

事
起
工
式

28
日
　
少
年
の
主
張
大
会

８
日
　
す
い
せ
ん
ひ
ろ
ば
秋
ま
つ
り

14
日
　
大
地
の
里
　
Ｊ
Ａ
あ
ぐ
り
オ

ア
シ
ス
オ
ー
プ
ン

21
・
22
日
　
文
化
展

６
日
　
美
浜
・
南
知
多
み
な
と
観
光

交
流
促
進
協
議
会
発
足

19
日
　
産
業
祭
り

23
―
26
日
　
尾
州
廻
船
内
海
船
内
田

佐
七
家
修
復
記
念
特
別
公
開

２
日
　
聖
な
る
ひ
か
り
点
灯
式

県
市
町
村
対
抗
駅
伝
競
走
大

会

17
日
　
知
的
障
害
者
育
成
会
ク
リ
ス

マ
ス
会

24
日
　
町
長
選
挙
・
町
議
会
議
員
補

欠
選
挙

２
月
２
月

３
月
３
月

１
月
１
月

４
月
４
月

５
月
５
月

６
月
６
月

７
月
７
月

８
月
８
月

９
月
９
月

10
月
10
月

11
月
11
月

12
月
12
月

平
成
18
年
を
振
り
返
っ
て

平
成
18
年
を
振
り
返
っ
て

平
成
18
年
を
振
り
返
っ
て

平
成
18
年
も
い
ろ
い
ろ
な
思
い
出
を
残
し
、
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。
皆

さ
ん
に
と
っ
て
ど
ん
な
１
年
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
１
年
の
南
知
多
町
の
主
な
出
来
事
を
振
り
返
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

⇔



広
報

◆
発
行
／
南
知
多
町
　
T
E
L
6
5
-0
7
1
1

F
A
X
6
5
-0
6
9
4
編
集
／
総
務
部
企
画
情
報
課

〒
4
7
0
-3
4
9
5
愛
知
県
知
多
郡
南
知
多
町
大
字
豊
浜
字
貝
ケ
坪
1
8
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1
.１
・
1
5

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

平
成
1
9
年
　
№
７
３
６

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

世代超え　タスキつなぎ完走
─万博記念　第１回愛知県市町村対抗駅伝競走大会─

12
月
２
日
、
愛
・
地
球
博
記
念

公
園
で
行
わ
れ
た
愛
知
駅
伝
（
９

区
間
　
28
・
75
km
）
に
南
知
多
町

チ
ー
ム
が
参
加
。
結
果
は
町
村
の

部
28
チ
ー
ム
中
26
位
で
し
た
が
、

小
学
生
か
ら
40
歳
以
上
一
般
ま
で

世
代
を
超
え
タ
ス
キ
を
つ
な
ぎ
、

み
ご
と
完
走
し
ま
し
た
。

参
加
選
手

（
監
督
、
コ
ー
チ
、
選
手
９
名
、

補
欠
９
名
）

監
　
　
督
　
植
田
　
准
次
（
豊
浜
）

岡
田
　
真
治
（
大
井
）

山
下
　
雄
貴
（
片
名
）

山
本
　
桂
子
（
豊
浜
中
２
）

田
中
　
里
英
（
豊
浜
中
２
）

岩
本
　
　
將
（
山
海
小
６
）

河
口
　
祐
太
（
篠
島
小
６
）

相
川
　
耀
佑
（
豊
浜
中
２
）

林
　
　
克
弥
（
内
海
中
３
）

斎
藤
　
　
碧
（
山
海
小
５
）

口
　
翔
子
（
豊
浜
小
５
）

大
岩
　
郁
美
（
内
海
）

林
　
千
香
子
（
内
海
）

間
瀬
　
研
司
（
師
崎
勤
務
）

滝
本
　
恭
史
（
豊
丘
）

相
川
　
郁
子
（
豊
浜
）

家
田
　
馨
子
（
豊
丘
）

石
堂
　
哲
矢
（
片
名
）

高
下
　
隆
史
（
豊
浜
小
勤
務
）

コ
ー
チ
　
本
田
　
和
隆
（
内
海
）

平成18年12月２日（土）

～平成19年１月６日（土）

内海商工会青年部主催


